
（団体引率者用）概要説明シート

星空観察

役
割
分
担

1）引率責任者…………全体総括・指揮、当所職員との連絡調整、
　　　　　　　　　　　安全注意事項の説明、講師調整など
2）用具係………………必要用具の準備・片づけ
3）安全要員……………足元を照らすなど滑りや転倒の監視

班ごとの名簿を作成し、緊急時に備えてください。提出の必要はありません。緊急
時連絡先：玉城青少年の家・事務所（098）948-1513

基
本
情
報

人数 　少人数～80名程度 対象 特になし

班編成 特になし 場所 　屋上・テントサイト

活動全体で
必要な時間

　約30～120分 体験時間 　約20～100分

※活動全体で必要な時間は、説明、時間差出発、表彰、振り返りなどを含めた目安時間

概
要

　自然に囲まれた施設の特徴を活かして、星空や惑星や月を眺め、宇
宙空間を感じることで自然と一体となり、神秘的な感動を味わうこと
ができる。天体望遠鏡を使ったり、外部講師を呼んで学習したり、
様々な方法で観察会を開催できます。 活

動

1）事前準備。懐中電灯電池や施設照明の動作確認。
2）集合 。予定開始時間に遅れないよう、夜の活動は時間に余裕
      をもって行動する。
3）グループ分け、道具分配、移動順路の指示、引率者による安全
　　事項等の説明。
4）スタート。暗いので大怪我に繋がらぬよう十分配慮して活動。
5）終了。後片付け、借用物があれば、汚れや破損がないか確認し
      てから用具返却。
6）汚した場所があれば清掃。

ね
ら
い

①学校教科の支援(教科書で習うが、実際に体験できない夜活動支援)
②星空を観察する楽しみ方や魅力について学ぶ。
③暗闇を体験し、現代生活の有難さを再確認する。

注
意
事
項
・
備
考

・学習的な星空観察会を開催したい場合、外部講師の紹介も可能で
　す。交渉等は全て利用される団体が行ってください。
・天体望遠鏡の使用は、雨が降っておらず、使用方法がわかる講師
　又は引率者、職員が対応できる場合のみ、使用可能です。
・事前に来所して必ず下見を行ってください。アポを取り、当所職
　員と一緒に使用場所、道具等確認をしてください。
・借用した用具は大切に扱い、汚れを落として返却してください。
・雨天や曇天で中止になる場合もありますので、代替の活動と活動
　場所の計画を立てておいてください。
・草むら等に入らないよう注意してください（ハブに注意）。

準
備

施設が準備・貸し出しするもの 服装・団体が準備するもの

・資料はHPにありますので、
　印刷してください
□概要説明シート
　
・受付にあるもの（貸出用）
□懐中電灯

□天体望遠鏡
※望遠鏡を扱える職員や講師がいる場合の

み対応可ですのでご了承ください

□星空講師
※必要な団体のみ

□懐中電灯
□予備電池
□運動靴
□名簿（緊急時用）
□虫よけ（必要に応じて）
□飲み物


